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Ⅰ．はじめに
２０１１年７月６日から９日にかけて，第１６回ヨーロッパ
スポーツ科学会議（１６thAnnual Congress of the ECSS；
ECSS２０１１）がイギリスのリバプールで開催された。ヨー
ロッパスポーツ科学会議（以下 ECSS）は，１９９５年にフ
ランスのニースにて，ヨーロッパのスポーツ科学の知識
の集積や普及のために設立された注１）。翌１９９６年に第１
回の大会がフランスのニースで開催されて以来，毎年ヨー
ロッパ各地にて大会が開催されている。設立当初６８名で
あった会員も，２０１１年現在では２，０３４名となっている。
大会では，生理学，バイオメカニクス，栄養学，社会学，
心理学，体力医学，教育学などスポーツに関する幅広い
分野の研究発表が行われており，各国の研究者との情報
交換や最新の研究動向の把握をすることができる。近年
は若年研究者向けに科学的な論文作成のワークショップ
なども開催され，研究報告ばかりではなく研究者の教育
や育成も積極的に行っている。
また１９９８年より，ECSS はアメリカのスポーツ医科学
会議（ACSM）及び日本の体力医学会（JSPFSM）との
合同シンポジウム（Exchange Symposium）をプログ
ラムに組み込んでおり，ヨーロッパばかりではなく，日
本からの参加者も年々増加している。本論では，ECSS
２０１１の内容について報告する。
Ⅱ．学会概要
ECSS２０１１が開催されたリバプールは，イングランド
北西部の Merseyside 州の中心都市で，ロンドンからは
鉄道で２時間半ほどの距離にある。日本ではビートルズ
誕生の地として有名である。市の面積は１１１．８４，２０１１
年１月１日時点での人口は４８２，０３４人である注２）。市はMer-
sey 川の河口に位置しており，歴史的には１８世紀のイギ
リスにおける植民地貿易を支える貿易港として発展して
きた。２００４年には海商都市としてユネスコの世界文化遺
産に登録されている。
リバプールには，国立大学のリバプール大学の他に，
今回のホスト大学となっている Liverpool John Moores
University（写真１）や Liverpool Hope University な
どがある。また，イギリスのプレミアリーグに所属する
リバプール FC とエヴァートン FC の２つのサッカーク
ラブがこの街を本拠地としており，歴史的な価値ばかり
ではなく，教育，スポーツや文化の街としても知られて
１ 北翔大学人間福祉学部医療福祉学科
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いる。
ECSS２０１１の会場は，世界遺産にも登録されている Al-
bert Dock内（写真２）のコンベンションセンターであっ
た（写真３）。周囲には，国立の近代美術館 Tate Liver-
pool，海事博物館Merseyside Maritime MuseumやThe
Beatles Storyなどもある。Albert Dockの倉庫は， Jesse
Hartley によって設計，１８４６年に開設され，木材を用い
ずに鉄筋，レンガ，石を使用して建設されており，世界
初の完全耐火倉庫となっている。そのため，現在でも倉
庫を改造して，様々な商業施設として利用されている
（写真４）。
学会は，４日間に４つのPlenary Session，３６のInvited
Symposia，４１１の口頭発表（Oral Presentation），１，２２８
のポスター発表（Poster Presentation）の他に，学会
行事として Opening Ceremony，Memorial Lecture，
YIA Award，Closing Ceremonyが組み込まれている１）。
開催時間は，初日１５：００から２１：００，２から４日目８：３０
から１９：３０となっている。２０１１年の大会参加者は６０カ国
１，９３７名であった２）。以下は今大会のFinal Programme１）
及び Book of Abstract３）を参考にして記載する。
今大会のテーマは「New horizons from a world heri-
tage city」となっており，Opening Ceremony に先だっ
て，Invited Symposia を含む１０の口頭発表セッション
が行われ，続いて，Plenary Session１が行われた。今大
会の４つの Plenary Session には全て大会のテーマであ
る「New horizons」がつけられており，最初の Plenary
Session のタイトルは，「New horizons ：For the Chal-
lenge of Reducing Sedentary Activity in Humans」
で，講演者はオランダ VU 大学医療センターの van
Mechelen 教授とイギリス Loughborough 大学の Biddle
教授であった（写真５）。
２日目には，Invited Symposia を含む４０の口頭発表
セッションと４０のポスター発表セッションが行われ，Ple-
nary Session２が行われた。タイトルは，「New horizons：
In the Role of Exercise in the Treatment of Cardio-
vascular Disease」で，講演者は，イギリス Liverpool
John Moores University の Ellison 教授とノルウェーの
Norwegian University of Science and Technology の
写真２ Albert Dock 写真４ レンガ倉庫の商業施設
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Wisloff 教授であった。
３日目には，２日目同様の数のセッションが行われ，
Plenary Session３が行われた。タイトルは，「New hori-
zons：For（Para） Olympism in ２０１２ and Beyond」
で，チェコのプラハ Charles 大学の Parry 教授と南アフ
リカのスポーツ科学協会のNoakes教授が話題を提供した。
４日目には，Invited Symposia を含む２０の口頭発表
セッションと３８のポスター発表セッションが行われ，Ple-
nary Session４が行われた。タイトルは，「New horizons：
In the integration of Science and Football（Dedicated
to Prof．Tom Reilly）」で，デンマークコペンハーゲン
大学のBangsbo教授とイギリスDurham大学のGiulianotti
教授が講演を行った。最後の講演は，イギリスらしいサッ
カーがテーマの講演であった。
ECSS と日本体力医学会（JSPFSM）との合同シンポ
ジ ウ ム（Exchange Symposium）は，３日 目，７月８
日，８：３０から行われた。シンポジストは，University
of Illinois at UrbanaChampaign の紙上敬太先生，立
命館大学スポーツ健康科学部の橋本健志先生，国立健康・
栄養研究所の大河原一憲先生であった。シンポジストは，
毎年日本体力医学会にて募集及び選考されている。座長
は，昨年度シンポジストの一人であった早稲田大学スポー
ツ科学学術院宮下政司先生が努められた。ここ数年は海
外留学経験者による発表が多く，そのため討論へも日本
人以外の参加者が目立つようになってきた。
企業展示は，次期開催委員会の展示も含めて４５の団体
の展示があり，イギリス国内の企業の出展も多く，例年
に比較して多かった。近年，測定機器の小型化，簡便化，
高性能化はめざましく，我々が行っている電気生理学的
手法に利用する心拍計や身体活動量測定などの機器も小
型化され，かつ簡便でありながら，複数のモバイル端末
からハブを介してコンピュータへ情報を送信するシステ
ムが複数の企業より提案され，展示されていた。身体活
動量測定は，今回の大会の最初の Plenary Session でも
扱われていたように，生活習慣病予防を目的に中高年齢
者を対象とした研究発表で使用されることが多い。しか
し，最近は GPS 機能も含む身体活動量測定機器を子ど
もの健康や安全のために用いた研究発表も増加している。
北海道の子どもの健康問題として肥満や運動不足が指摘
されていることを考えると，北方圏の健康及び体力に関
する研究の手法の一つとなるものと考えられた。
Ⅲ．学会発表
我々の発表は，「Relationship Between Sleep Habits
And Mental Health In Elderly Sport Club Members」
というタイトルで，ポスター発表として行った。北方圏
生涯スポーツ研究センター（以下 SPOR）にて行ってい
る SPOR クラブ会員の睡眠習慣と精神的健康との関連
について，質問紙調査の解析結果の発表であった。発表
は Exercise and health か Ageing のセッションに希望
を出していたはずであったが，２日目，７月７日の１４：
００から１５：００の Environmental Challenge のセッショ
ンに配置されていた。研究目的に「Northern Area」を
入れたことが原因と考えられた。また，ポスター発表の
会場は，企業展示会場と一体化しており（写真６），ポ
スターの前には食事や飲み物の提供場所もあるなど（写
真７），発表場所としては落ち着かない環境であった。
このセッションには，１４の発表が配置され，座長はイギ
リスの Dawson 教授であった。ポスター発表には，２
分間のプレゼンテーションと２分間の討論が課せられて
いるが，会場全体がざわついており，自分の声もよくわ
からない状況であった。そのため，発表中には座長より
図表への簡単な質問を受けたのみであったが，発表後に
は中高年齢者の身体活動に関して情報交換を行っている
ポルトガルの Machado 教授と中高年齢者の身体活動と
写真６ ポスター会場横の企業展示
写真７ ポスター前のサービング場所
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体力に関する討論をすることができた（写真８）。
同じセッションの隣のポスターは，川崎医療福祉大学
の小野寺昇教授の研究グループによる「Prevention Meas-
ures For Hypothermia Using A Rescue Sheet During
A Short Time Stay In A Snow Hole」という発表で
あった。これは，雪山でレスキューシートを用いて低体
温症予防のための実験を行った研究報告である。冬期に
山へ赴き，レスキューシートを使用した時にどのような
効果が期待できるかを調べた研究で，時間と根気を必要
とする研究内容であった。SPOR では，これまで北方圏
住民に対してゴルポッカなどの独自のスポーツを提案し
てきている。今後，研究センター内の各研究分野が相互
に協力し合って北方圏の生涯スポーツに対して何らかの
提案や情報提供を行っていくことを考えると，小野寺教
授らの研究は，北方圏の生涯スポーツ研究として参考に
したい研究テーマであった。
なお，発表したポスターは文末に掲載した。
Ⅳ．ま と め
ECSS の年次大会への参加者は年々増加しており，第
１回のニース（フランス）での大会４）では４５７名であっ
た参加者が，第５回のユバスキュラ（フィンランド）の
大会５）には９５３名，第１０回のベルグラード（セルビア・
モンテネグロ）の大会６）には１，０３８名，第１５回のアンタ
ルヤ（トルコ）の大会７）には１，５８４名となっている。日
本体力医学会との合同シンポジウムも開催されているこ
ともあり，近年は日本人の参加者も増加している。筆者
自身は第５回の大会よりほぼ毎年参加しているが，日本
国内の学会では，同じ学会で発表していても研究分野が
異なることで討論する機会もない研究者との討論ができ
る点は有意義であると考える。
現在 SPOR では地域住民を対象とした研究が行われ
ている。北方圏住民を対象とした研究は，本学 SPOR
の特色であると考えられるが，反面，国内では同様の北
方圏住民を扱った研究は少ないと考える。国際学会を通
じて，他国の北方圏地域住民の調査研究の手法や研究内
容を参考にしていくことも必要であると考えられた。
また，今大会はイギリスのリバプールでの開催で，現
地の特色を活かしたサッカーに焦点をあてた発表も多く，
企業展示においてもサッカーのトレーニングや動作分析
の機器が目立った。ECSS は毎年様々な国で開催され，
これまでも開催国の特色が活かされた大会となっており，
同時に各国のスポーツ文化に触れる機会にもなっている。
今後，２０１２年はベルギーのブルージュにおいて第１７回の
大会が，２０１３年にはスペインのバルセロナで第１８回の大
会が開催される予定である。バルセロナは歴史的建造物
でも有名な街であることの他に，１９９２年には第２５回夏季
オリンピック競技大会が開催されている街でもあること
から，学会への参加ばかりではなく，開催国のスポーツ
文化に触れる機会としたいと考える。
付 記
本研修報告は，平成２３年度から平成２５年度文部科学省
「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受け
て実施したものである。
注１）ECSS：ECSS Foundation，
http：／／www．ecss．mobi／index．php?option=com
_content&view=article&id＝２３１＆Itemid＝１１４
（２０１２／０３／０２）
注２）True knowledge： population of Liverpool２０１１，
http：／／www．trueknowledge．com／q／population
_of_liverpool＿２０１１（２０１２／０３／０２）
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